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開催場所 予算（千円）

1 町　　内 0

2
木彫り熊資料
館小展示室

0

3

開催場所 予算（千円）

1
木彫り熊資
料館

2
木彫り熊資
料館

3
木彫り熊資
料館

4 梅雲亭

5 上八雲 10

梅村庭園

公民館

ふれあい交
流センター
熊石館

公民館

8 公民館 13

予算（千円）

6,662

1,584

梅村庭園、郷土資料収蔵庫等の施設及び史跡の管理に係る経費

郷土資料館と木彫り熊資料館の管理及び事業等に係る経費

主　な　予　算　内　容

縄文文化体
験講座

文化財関係予算

文化財関係事業

予　　　算　　　名

史跡史料管理費

郷土資料館費

体験学習をとおし
て、縄文文化を学
ぶ

6

少年文化財
教室

史料より見る
歴史講座（旧
古文書講座）

11月
（八雲地域）

地域の歴史を文献
史料によって学ぶ

7

12月
（アイヌ文様の
切り絵）

10月
（木の葉メール
作り）

体験学習をとおし
て、自然について
学ぶ

17

14

議案第１号　平成２９年度文化財関係事業の計画及び予算について

郷土資料館関係事業

事　 業　 名 開催予定日時 目　　　　　的 実　施　予　定　内　容

事　　業　　名 開催予定日時 目　　　的 実　施　予　定　内　容

文化財パト
ロール

未　定
国指定文化財や埋
蔵文化財包蔵地の
巡視

町内に所在する指定文化財や埋蔵文化財包蔵地を、
渡島教育局職員と道より委嘱を受けた文化財調査員
等とともに巡視し、毀損や破壊などがないかを調査す
る。

重要文化財
公開展示

10月17日（火）
～11月5日（日）

指定文化財の公
開・展示

文化財保護強調月間に国指定重要文化財「コタン温
泉遺跡出土品」の公開・展示を行う。

1月13日（土） 縄文時代の技術や文化を学び、勾玉作りを体験する。

9月
（熊石地域）

熊石地域の古文書から知り得る、熊石の歴史について
学ぶ。

八雲地域の古文書から知り得る、八雲の歴史について
学ぶ。

体験学習をとおし
て、アイヌ文化につ
いて学ぶ

アイヌ文様の切り絵を使った、壁飾りやしおり作り体
験。

地層の観察や化石
の採集をとおして化
石について学ぶ。

上八雲のポンセイヨウベツ川岸の瀬棚層で、地層の観
察や化石採集を体験する。

梅村庭園内の樹木の観察と木の葉メール作り体験。

6月17日（土）
9:30～12:00

7月15日（土）～
9月13日（日）

平成28年度に、新たに町指定文化財となった子安観
音菩薩像、熊石村村会所諸用留、八雲村概況図、土
偶を一般公開する。

郷土資料館が所蔵する明治期から昭和期にかけての
ひな人形やひな道具と、やくもレディーネットが所蔵す
る各地のおひな様を展示する。【やくもレディースネット
と共催】

184

9月9日（土）～
11月19日（日）

2月中旬～3月3
日（土）

市立函館博物館が所蔵する「椎久コレクション」を借用
して、ユーラップアイヌの歴史と文化について紹介す
る。

4月29日（土）～
8月27日（日）

柴崎重行の木彫り熊作品を年代順に展示して、作品
の変遷と人物像を紹介する。展示期間中の6月24日
（土）には、展示担当者による講演会を開催する。

化石採集体
験学習

企画展
熊をモチーフ
とした木彫家
柴崎重行の
世界

八雲の木彫り熊作
家とその作品の紹
介

企画展
新町指定文
化財展

文化財保護思想の
普及と啓発

アイヌ文化の紹介
企画展
ユーラップア
イヌ展(仮称）

企画展
ひな人形展

ひな祭りの歴史と
文化の紹介
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実施場所 予算（千円）

1 梅村庭園 1,912
梅村庭園整
備事業

通　　　　年

梅村庭園を文化財
として後世に継承し
て行くための維持
管理

梅村庭園は、昭和5年頃に梅村多十郎の個人庭園とし
て完成し、昭和58年度には町指定文化財、平成26年
度には日本造園学会北海道支部から北の造園遺産に
認定されている。平成13年度に町が購入して都市公園
として整備し、町民の憩いの場となっている。今回の整
備は、特に劣化の激しい石積みや築山、木柵の補修を
行う。
工事請負費：石積みや築山の補修1,296千円、木柵の
補修　　 　　　　　　616千円

主要事業

事　業　名 実施時期 目　　　　的 事業概要と事業経費


